
死亡 休業 合計 死亡 休業 合計 増 減 数 増 減 率 (％) 死亡 休業 合計

1 332 333 2 377 379 -46 -12.1 100.0 2 658 660

52 52 49 49 3 6.1 15.6 95 95

食 料 品 19 19 16 16 3 18.8 5.7 46 46

木材・家具装備品 13 13 9 9 4 44.4 3.9 12 12

紙 ・ パ ル プ 1 1 1 1 ±0 0.3 2 2

窯 業 ・ 土 石 3 3 2 2 1 50.0 0.9 3 3

金 属 ・ 機 械 7 7 8 8 -1 -12.5 2.1 10 10

そ の 他 9 9 13 13 -4 -30.8 2.7 22 22

1 1 -1 -100.0 3 3

38 38 49 49 -11 -22.4 11.4 76 76

土 木 工 事 業 8 8 27 27 -19 -70.4 2.4 39 39

建 築 工 事 業 20 20 18 18 2 11.1 6.0 28 28

木 造 建 築 業 6 6 3 3 3 100.0 1.8 7 7

そ の 他 4 4 1 1 3 300.0 1.2 2 2

33 33 43 43 -10 -23.3 9.9 69 69

11 11 9 9 2 22.2 3.3 12 12

1 1 1 0.3

1 1 5 5 -4 -80.0 0.3 5 5

50 50 1 51 52 -2 -3.8 15.0 1 87 88

22 22 28 28 -6 -21.4 6.6 42 42

1 124 125 1 142 143 -18 -12.6 37.5 1 269 270

農業・畜産業 8 8 11 11 -3 -27.3 2.4 28 28

社会福祉施設 39 39 55 55 -16 -29.1 11.7 88 88

そ の 他 1 77 78 1 76 77 1 1.3 23.4 1 153 154

※　本統計は、労働者死傷病報告書（休業４日以上）により集計したもの。
　　管轄は旭川市、上川町、愛別町、比布町、当麻町、鷹栖町、東神楽町、東川町、美瑛町、幌加内町、富良野市
　　上富良野町、中富良野町、南富良野町、占冠村の２市、１２町、１村です。

清 掃 業

そ の 他 の 事 業

内

　

訳

〈今月のコメント〉
・9月は全国労働衛生週間の準備期間です。
　今年度のスローガン「ひとりひとりが貴重な人材 心も体も健やかに みんな生き生き健康職場」
　職場におけるメンタルヘルス対策、過重労働による健康障害防止対策、職場における転倒・腰痛災害の防
止対策等の重点項目をはじめとして、日常の労働衛生活動の総点検を行いましょう。
・9月は粉じん障害防止対策推進強化月間です。
　粉じんの有害性を再認識し、呼吸用保護具の適正な選択及び使用の徹底、じん肺健康診断の着実な実施
等、粉じん障害防止対策の取り組みをお願いいたします。
・9月は職場の健康診断実施強化月間です。
　「健康診断及び事後措置の実施の徹底」、「医療保険者との連携」及び「女性の健康課題に関する理解の
促進」等をお願いします。

〈死亡災害ゼロ継続日数〉
（令和8年8月末現在）

・製造業　1年8か月
・建設業　4年11か月
・運送業　5年
・林業　　 3年1か月
・農業　　 4年3か月
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令和8年　業種別労働災害発生状況

（令和8年8月末現在）

　　　 　 　区分

  業種別

令和8年 前年同期 対 前 年 令和7年(確定)

旭川労働基準監督署

業種
割合



（令和8年8月末現在） 旭川労働基準監督署

№

発

生

月

時

刻
業種

事故

の型
起因物 災    害    発    生    概    況

1 6 16 旅館業
はさまれ、

巻き込まれ

その他一般

動力機械

　被災者は、乗用芝刈機を使用し、芝刈作業を行っていた

ところ、乗用芝刈機の左前輪とモアユニットとの間に挟ま

れている状態で発見された。

令和８年　業種別労働災害発生状況

※本件事例には、脳・心臓疾患等によるものは、掲載していません。


